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断熱改修のメリット（環境省） → 採用
https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/eco-life/insulation/

断熱改修のメリット（窓のみ？？）環境省
https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/zc-action30/topics/2022_01.html

断熱改修・ＺＥＨのメリット
 ・１年中健康で快適（ヒートショックなどのリスク軽減）
 ・冷暖房費の抑制（二酸化炭素の排出抑制につながります）

 

例 窓を二重窓へ改修

玄関の断熱改修

透明複層ガラス

ZEH、蓄電池、V2Hの補助も含めた
詳細な制度紹介は裏面にあります！！

高効率な給湯器・空調・照明
等を導入し、エネルギーを上
手に使う202６年度に、既存住宅の断熱改修、自家消費型太陽光発電設備（蓄電

池併用可）や新築住宅のZEHのほか、蓄電池やV2Hへの補助を実施!!

＋

●V2H（自家消費型太陽光発電設備との連系が対象）

・補助額：上限 10万円
※国・市町補助との併給可

●自家消費型太陽光発電設備及び家庭用蓄電池（太陽光発電設備単独補助も可）

・補助率等：自家消費型太陽光発電設備 8万円/kW(上限45万円)
家庭用蓄電池（補助対象経費の1/3） (上限 ２0万円)

※市町補助との併給可（国の交付金を活用した市町補助との併給は不可）
※県の既存住宅断熱改修補助との併給可

太陽光発電による創エネルギー

国
交
付
金
活
用 受付開始は

決定しだいお知らせ

2026年から補助対象・補助額が拡大しました！
〇断熱改修（部分改修）
お部屋1つ※の改修から補助金を受けられます！
※少なくとも1つ以上の居室、浴室または脱衣室の外気と直接接している
全ての窓を回収する工事が対象となります。
〇家庭用蓄電池
新築ZEHへの設置の場合の上限額が１５万円に拡大！

既存住宅への補助
新築

香川県では、住宅の脱炭素化を促進しています!!

●家庭用蓄電池（自家消費型太陽光発電設備との連系が対象）

・補助率：補助対象経費の1／１０
・補助額：既存住宅への設置 上限 10万円

新築ZEHへの設置 上限 15万円
※国・市町補助との併給可

県

単

独

●断熱改修（窓、玄関の改修）

〇全体改修
・補助率：10／１０
・補助額：上限 20万円

（子育て世帯等は２5万円）
〇部分改修
・補助率：１／２
・補助額：上限 ５万円
※国・市町補助との併給可

新築住宅（ZEH）への補助

県単独は
5月1１日(月)
受付開始

NEW

NEW

既存住宅への補助

健康で快適なおうち
ぽかぽか × クール 始めませんか

R8新設

NEW

NEW

●ZEHの新築

・補助率：10／１０
・補助額：上限 20万円

（子育て世帯等は２5万円）
※国・市町補助との併給可



２０２６ かがわスマートハウス促進事業

補助対象設備 令和６（2024）年度
※国・市町補助との併給可

（参考）令和５（2023）年度

住宅用太陽光発電システム － 
(断熱改修と同時に行う場合は、断熱
改修の欄をご覧ください。)

既築住宅対象

ZEH
・補助率：10/10
補助額：最大 20万円
（子育て世帯等は25万円）

新築のみ対象 新築または改修する場合が対象

住宅用蓄電システム
・蓄電池補助率等：1/10
(最大 10万円)

・既築住宅又は新築ZEHに設置する場合
・自家消費型太陽光発電設備（発電した電
力量の３０％以上を自家消費することが条
件、FIT連系は不可）との連系が対象

既築住宅又は新築ZEHに設置
する場合

住宅用V2Hシステム
・V2H補助額：最大10万円

断熱改修
・補助率：10/10
補助額：最大 20万円
（子育て世帯等は25万円）

・太陽光発電の同時設置加算
1.3万円／kw（上限5万円）

・既築住宅（戸建住宅、集合住宅も含む）
が対象
・外気に接する窓及び玄関ドアが補助対象
・太陽光発電設備設置の場合加算あり
・子育て世帯等加算あり

－

○ 補助金の併用で、お得に住宅の脱炭素化を進めよう!!

○ 補助事業の着手にあたっての注意点

・新築住宅のZEH新築、既存住宅の断熱改修（窓、玄関の改修）、家庭用蓄電池、V2Hの
補助は、県単独の事業です。これらの県単独補助では、令和８年４月１日（水）以降に着手
した工事が対象となります。詳しくは、要綱をご確認ください。

・自家消費型太陽光発電設備及び家庭用蓄電池の補助は、国の交付金を活用する予定
の事業であり、受付開始日等は、決定しだい県HPでお知らせします。国交付金を活用する
自家消費型太陽光発電設備及び家庭用蓄電池の補助では、交付申請予約受付番号入手
前の工事の事前着手は認められませんのでご注意ください。

詳しくは、 かがわスマートハウス促進事業

【問い合わせ先】
香川県 環境森林部 環境政策課 カーボンニュートラル推進室 温暖化対策グループ
TEL：087-832-3851（直通） / Mail：kankyoseisaku@pref.kagawa.lg.jp

お得な補助金併用例（子育て世帯）の紹介(国や県等の詳しい交付要件は改めてご確認ください。)

 最大120万円!!

＋

 最大190万円!!

○ 補助事業の概要

（詳細は、県HPに掲載している要綱や手引きをご確認ください）

１． 補助対象者 県内の住宅において、補助事業を行う個人の方
２． 申請受付期間
令和６（２０２４）年４月22日（月）～令和７（２０２５）年１月31日（金） ２３：５９まで

３． 補助金申請の流れ（募集開始日以降の工事着工が対象）
① 県へ交付申請予約の届出  （ 電子申請、先着順 ）
※ 受付は先着順とします。予約受付額が予算額に到達した場合、それ以降の予約については
補欠とし、補欠である旨を連絡します。予約の取下げが生じたこと等により、受付が可能となっ
たときにその旨を連絡します。
ただし、補欠は補助対象設備ごとに３０件を上限とし、補欠の件数が上限に到達したときは、
予約の受付を終了します。
② 工事完了後(※太陽光発電設備は電力受給契約締結後)、県へ交付申請書兼請求書を提出
 （ 電子申請 （電子申請の写しと添付書類を郵送又は持参） ）
③ 県から補助金交付決定を通知後、補助金振込

４． 申請方法
申請は、香川県電子申請・届出システムから行ってください。
URL：https://apply.e-tumo.jp/pref-kagawa-u/offer/offerList_initDisplay
（令和６年度より、交付申請書兼請求書の添付書類を除き、郵送・持参は受け付けません。）

国や市町の補助金
の併用でお得に
脱炭素できるね!!

創エネと省エネで
さらに脱炭素できるね!!

あわせて
市町補助を使える場合もあります!!

＋ あわせて
市町補助を使える場合もあります!!

＋

例１  断熱改修
（全体改修）の場合 

・国から最大100万円(※1)補助
(※1 「先進的窓リノベ2026事業」の高性

能の断熱窓等で補助を受けた場合)

・県から最大25万円補助
 最大125万円の補助金!

＋
一緒に
自家消費型太陽光発電設備
及び家庭用蓄電池の設置は
いかがですか。
 最大65万円の補助金!

例２  ZEH新築の場合
  (太陽光発電設備設置必須)

・国から80万円(※2)補助
(※2 「みらいエコ住宅2026事業」の

長期優良住宅(古家の除却を伴わない
場合))

・県から25万円補助
 105万円の補助金!

一緒に
蓄電池（自家消費型太陽光発電設

備との連系が対象）の設置はい
かがですか。
 最大15万円の補助金!
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